
 

 
図-１ 観測対象地域の土地利用分類と観測項目 
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１．はじめに 

都市化によるヒートアイランド現象は気温の上昇や熱帯夜の増加によって生活上の不快さを増大させ熱中

症などの健康への被害を生じさせている．気象庁は 1968 年から 2005 年までの熱中症による死者数は 5433
人であり，2004 年には熱中症患者の数は 1608 人だったと発表している．ヒートアイランド現象の原因とし
て都市部では地表の大部分が舗装道路に覆われているため，地表面温度が日射により加熱されやすくなってい

ること，人口の多さと建築物が密集しているため人間活動から発生する多量の熱が都市部内にこもりやすい構

造であること等が考えられる．都市の高温化が進めば，エアコンの使用量は増加し，室外機，発電所からの排

熱量が増加し，さらにヒートアイランド現象が顕著になるという悪循環が考えられる．そのため，行政は都市

部の熱環境への対策として，エアコンの使用量低減のためのクールビズの奨励，人工排熱の低減や屋上緑化の

促進，保水性舗装の普及，暗渠の撤廃，打ち水などの水辺空間の充実を講じている．また新しい対策として川

や海からの「風の道」の創造なども考えられている． 
 既往の研究として，これまでにも都市の熱環境緩和効果について都市内河川の大気冷却効果に注目した観測

が多く行なわれ報告されている．鈴木，三上(1)は荒川周辺で観測を行い，河道内は市街地と比べ気温が低く，

その差は日中の海風侵入後に大きくなるとしている．しかし，河川と土地利用状態と河川周辺の気象因子の時

空間的変動との関係についての報告例は少ない．著者らは，河川周辺の土地利用状態の違いと河川からの風の

風速の違いが河川周辺の都市化された地域の熱環境に与える冷却効果の差について検証することを目的とし

て観測を行なった． 
２．観測概要 

  観測対象地域と観測項目を図-１に示す．観測対

象地域は東京都江戸川区小松川地区であり，荒川の

河口から 3～5km 地点付近の右岸の地域である．この

観測対象地域は東側に南北方向に荒川が流れており，

西側に南北方向に旧中川が流れている．観測範囲を

黒破線で示す．図に示す通り２つの河川に挟まれて

いるこの地域の土地利用は北から低層密集住宅地域

（高規格堤防未整備地域:赤色塗潰），高層住宅地域

（高規格堤防整備地域:青色破線内），公園（高規格

堤防整備地域:緑色破線内）である．また，この地域

には荒川に直交する京葉道路と，下流の公園から低

層住宅密集地域に縦貫する道路（平井通り）がある．

関東平野では日中，南から北へ向かう海陸風が卓越

し，風が河川を南から北へ遡上する．そのため，こ

の地域は河川からの冷涼な風が堤内地に流入しやす

い地形条件であることが想定できることから，この

地域を観測対象とした． 
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図-２ 対象とした５日間の日射量との時系列

（同位相平均） 

ⅰ）長期定点観測 

長期定点観測では，温度，相対湿度，風向，風速，日射量の観測を 2007 年 7 月 1 日～9月 30 日までの 92

日間行った．各地域において河川の大気冷却効果が堤内地側へ及ぼす影響を明らかにすることを目的として，

風が通りやすいと想定される道路上に温湿度計を配置した． 

図-１に観測ポイントの配置を示す．低層密集住宅地域（高規格堤防未整備地域），高層住宅地域（高規格

堤防整備地域），公園（高規格堤防整備地域）の 3地域において観測線をライン A，ライン B，ライン C，と

定義する．ライン Aには河川敷に１地点，堤防から旧中川まで高規格堤防未整備地区を横断する道路上に 9

地点の計 10 地点の観測ポイントを設けた．ライン Bには荒川の川岸から荒川に対して 250m 垂直に離れた地

点から，旧中川まで高層住宅地域を横断する道路上に 7地点，ライン Cには荒川の川岸から 100m 離れた地

点から旧中川の右岸まで公園と旧中川を横断する道路上に 4 地点の観測ポイントを設けた．また公園(高規

格堤防整備地域)から低層密集住宅地域(高規格堤防未整備地域)向かって，観測エリアを南北に縦貫する道

路（平井通り）上をライン Dとし，7地点の観測ポイントを設けた．さらに低層密集住宅地域において道路

ではない東西に横断する観測線をライン Eとし，3地点の観測ポイントを設けた．各観測地点には，温湿度

計を地上から 2．5m の高さに設置した．ライン D上のポイントは道路の両脇にある道路外灯に設置し，旧中

川の上の観測ポイントは旧中川にかかる橋上に設置している．本研究では荒川の堤防から旧中川の橋上まで

観測エリアを横断する道路上と，観測エリアを南北に縦貫する道路上に観測地点を配置することで，河川か

らの冷涼な空気の風による移流を捉えることを目的としている．図-１中の W 地点（各ライン上にあり，計

４観測地点）で温度，相対湿度，風向，風速，R地点で日射量を計測している．また地上付近の降雨量デー

タとして，観測対象地域より約 1km 下流にある国土交通省小名木川出張所のデータを用いている． 

ⅱ）移動観測 

2007 年 8 月 1 日に，長期定点観測を面的に補間することを目的として，移動観測を行った．移動観測の

観測項目は温度，相対湿度，風向，風速である．長期定点観測がエリアを横断する道路上と縦貫する道路上

に観測ポイントを配置したのに対して，移動観測では観測ポイントを面的に配置し，河川からの冷涼な空気

の流入を 2次元的に捉えることを目的とした．  

本論文では土地利用状態の違いと河川からの「風の道」がもつ河川の冷涼な大気河川周辺の都市された地域

の熱環境に与える効果によるについて述べる． 

３．観測結果  

３-１．天気概要： 

 河川からの「風の道」効果による熱環境緩和作用の定量

的評価を目的に分析を行うためには気温の変動が小さい日

が望ましい．ある条件下で気温が低下していることが確認

できたとしても，それが河川の冷却効果であるのか，長時

間の曇り積算日射量が急激に低下したことが原因であるの

か理解することは難しいためである．そこで本論文では観

測した92日間の中で日射量が比較的安定した8月1，5，11，

15，22 日の 5 日間を解析対象とした．図-２に 対象とした

５日間の同位相平均を行った日射量（上段）と気温（下段）

の一日の時系列を示す．一日を通して日射が安定している

雲がない晴天日であることがわかる．気温の変動は小さく，

日射と同様に変動の小さい上向きカーブを描いている．日

射のピークと同じ時間帯に気温は最大値を計測している． 
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図-３ 河川からの距離と河川付近の気温との気温差の関係 
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図-４ 風速の違いによる荒川に一番

近いポイントのライン A上の各ポイ

ントとの気温差 
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図-５ 風速の違いによる荒川に一
番近いポイントのラインB上の各ポ

イントとの気温差 

 

３-２．日中における河川敷からの距離に伴う気温の比較： 

図-３に，解析対象日で同位相平

均を行った 1 各ライン上の観測ポ

イントでの 13 時の気温を示す．図

は上から順に，一番北に設置したラ

イン A，次いで北から E，B，Cの順

に示す．ライン Aにおいて，荒川か

ら平井通りから荒川，旧中川に近い

ポイントほど気温は低い．ライン C

において，荒川に近いポイントと旧

中川の橋上にあるポイントでの気

温がライン C 上の他の２点に比べ

低い．このことから河川の持つ大気

の冷却効果は，大規模な河川である

荒川だけでなく旧中川のような川

幅が約 30m の川からの影響もある

ことが考えられる．またライン A，

B，C，Eを比較すると，ライン A，E（高規格堤防未整備地区）の平井通り沿いまたは平井通りに近いポイント

の気温は高いが，ライン B，（高規格堤防整備地区）の平井通り沿いのポイントの気温は低い．このことから

高規格堤防整備地区では平井通りも荒川からの風により，冷気が流入しやすい道になっていると考えられる．

対して高規格堤防未整備地区には荒川からの風による冷気が流入しづらいため，交通排熱等の影響が強いと考

えられる．また，図内の黒破線上のライン A，E，B，C において荒川の堤防から同程度の距離にある観測ポイ

ントを比較すると，気温の低い順にライン C，B，E，A である．しかし，堤防に一番近いポイントの気温とラ

イン上で一番気温が高いポイントの気温差を比較すると差が大きい順にライン B，C，A，E である．高規格堤

防未整備地域では堤防近くポイントの気温と住宅地内ポイントの気温の差が小さいことから，冷気の移流生じ

ずに空気が停滞していると考えられる．対して，高規格堤防整備地区では河川に近いポイントでは冷気の移流

が生じ気温が低く，移流が届かないポイントでは冷気による気温低下効果はないため気温差が大きいと考えら

れる． 

３-３．風速の違いによる河川からの気温差の比較：  

図-４，５，６，７に各ライン

の風速の違いによる川岸からの

距離と荒川に一番近いポイント

との気温差の関係を示す．使用

したデータは観測期間中の晴天

日で真夏日と全ポイント30地点

の平均気温が 30℃以上になった

18 日分のデータである．一日の

最高気温を含む一時間の平均気

温と平均風速を使用した．以下，

各ラインの荒川に一番近いポイ
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図-６ 風速の違いによる荒川
に一番近いポイントのライン C

上の各ポイントとの気温差 
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図-７ 風速の違いによる荒川
に一番近いポイントのライン D

上の各ポイントとの気温差 

図‐８ 平面的な風向と気温の分布 

ントを基準点とする．ライン A の基

準点は河川敷上である．ライン B は

川岸から 250m，ライン C は川岸から

100ｍ，ライン Dは公園内に設置して

あるポイントを基準点とする．ライ

ン A において(図‐４)，基準点とラ

イン上の点との気温差が最大値で

2℃を超える日は風速が 1m/s 以上に

なる傾向がある．風速が 1ｍ/ｓ以上

の日は，河川敷では河川上の冷気の

影響を受けるため気温が下がるが，

低層住宅密集地域内部まで河川から

の冷気は届かないため気温差が大き くなると考えられる．原因として

低層密集住宅地域の堤防の形が高規格堤防ではないので，風による冷気が流入しづらいためだと考えられる．

ラインB（図-５）において風速が2ｍ/ｓ以上の日(図-５:緑線)と1ｍ/ｓ以下の日(図-５:赤線)を比較すると，

風速が大きい日は基準点からの気温差が小さい．風速が大きいほど，荒川からの河川からの冷涼な空気が内部

流入するためだと考えられる．風速が強いほど，冷涼空気の流入が顕著になり地域全体の気温差が小さくなる

と考えられる．同様にライン C（図-６）において風速が大きい程，基準点との気温差が小さい．また図‐７

において，平井通り上の観測ポイントで風速による気温の比較を行う．ライン Dでは風速の違いによる気温差

に傾向はないが，京葉道路を境に気温差が大きい．京葉道路までは河川から公園を抜け，冷気が流入している

と考えられる． 

３-４．移動観測による平面的な風向と気温の分布： 

図-８に 8月 1日 13 時の移動観測の結果を示す．高規格堤防整

備地区は，低層未収住宅地域に比べ気温が低いことがわかる．ま

た風速を見ると高規格堤防整備地域では 5-8m/s の風速が見られ

るのに対して低層密集住宅地域では 1-2m/s の風速がほとんどで

ある．河川に近いか，風速が大きく，河川からの空気が流入しや

すい地域では気温が低いが，河川から遠く，地域に吹く風の風速

が弱い地域では気温が高いことがわかる．このことから，河川か

らの冷涼な空気が河川周辺の地域を冷やすには，「風の道」が重

要であることがわかる． 

４．まとめ  

 １）河川からの距離が遠くなるにつれ，ライン上の気温は高くなることがわかった． 

 ２）高規格堤防整備地区では風速の値が大きければ，河川と周辺気温の気温差は小さい．高規格堤防整備地

区（ライン B）において風速が一番大きい日に，他日と比べ，気温差が大きかった． 

３）高規格堤防未整備地区では，風速の値が大きければ，河川敷との気温差が大きい傾向がある． 
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